
“開かれた図書館”という事では、病院図書室

にとって重要な文献複写については、文部省とし

ては大学図書館の学外利用には積極的に応じてい

く方針のようである。ＪＭＬＡもこの方針に従って

サービスを考えているらしい。

その他、行政機関との折衝のための法人化の問

題などが検討された。

今回の総会では、ＪＭＬＡが病院図書室に対して。

“開かれた 存在であることを強調していること

が特に印象深い。病院図書室は、文献複写をはじ

め、大学図書館の援助を受けざるを得ない立場で

あるので、“－していただいだ という意識から

逃れることがむずかしい。大学と病院では最初か

ら存在意義そのものが異なっているので、病院図

書室が広い意味での利用者としての立場を確立で

きればと考える。

一方、前述のように、正会員として、病院図書

室を包含しようとする動きがある。しかし、加盟

館以外にも教育とサービスの提供がなされるなら

ば、資金的に難のある図書室が果たして入会に踏

み切るだろうか。但し、組織が大きくなれば、会

員、非会員のサービスの差が今以上になることも

あり得る話で、病院図書室の加盟が可能になった

時点で、加盟館以外へのサービスが制限されると

いった事態にならなければいいのだがと考えてし

まう。

いずれにしても、まだ決定事項ではなく、細か

い議論がなされるであろうから、今後の動向を見

守っていきたい。

《第５回名古屋研修会のお知らせ》

標記研修会は１０月３０日（土）、名古屋第二

赤十字病院で開催いたします。テーマは「相

互貸借」を取り上げますが、詳細なプログラ

ムは追ってお知らせいたします。

《 内 容 》

病院図書室 １３（３）：１１７－１１８，１９９３

日時：１９９３年５月２６日（水） １３：００～１７：００

場所：淀川キリスト教病院 オリーブ棟３階

会費： ５００円

プログラム：相互貸借業務について

Ｄ 導入 病院図書室とネットワーク

星ケ丘厚生年金病院 首藤 佳子

２） 実務の基礎

大阪府立母子保健総合医療センター

徳田 雅子

３） 実務の応用

京都南病院 山室真知子

４） 受け付ける立場からの留意点

住友病院 松本 純子

５） 実習

社会保険神戸中央病院 林 伴子

参加者：２７名（会員２３名 非会員４名）

《 報 告 》

今年度の初心者向け勉強会は、相互貸借業務を

取り上げた。病院図書室の様々な実務の中から特

にこの業務を取り上げたのには、この４月からの

ＭＲの医療情報提供自粛という状況変化がある。

病院に勤める医師らは、ＭＲを介して手にしてい

た文献複写物の入手ルートを断たれてしまった。

そこで病院図書室の相互貸借業務がその代替を担

わされるようになったのだが、「文献複写物の入

手」ルートを求めて新規入会しようとする機関に

は、それこそ時宜を得た企画となったと思われる。

企画者側は、新規入会機関の図書室担当者およ

び新任担当者の参加を予想していた。ところが、

ベテラン担当者や入会を検討中という機関の参加

希望があり、予想をはるかに超える２２名という参

加者を迎えることとなったため、当初予定してい

たマンツーマン式指導ができなくなった。従来の
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病院図書室 １３（３）：１１８－１２０，１９９３

形式を期待して参加した会員は、戸惑われたかも

しれない。

導入編では、いま病院図書室からアクセスでき

る図書館相互協力ネットワークと文献複写物を人

平成５年度 第１回、第２回幹事会報告

手する様々な経路について概論した。参加者のイ ■ 第１回（４月２１日、星ケ丘厚生年金病院）

メージにあった［複写物］という物としての「人

手」が様々な館種の図書館相互協力活動によって

行われていることを端的に理解できたと思われる。

基礎編では、なんら目新しい新技術を披露した

わけでもなくＪＭＬＡ相互貸借マニュアルに忠実

に従うとこのようになります、という模範を紹介

したのだが、ベテラン担当者ですら初めて聴く内

容もあったようだ。やはりマニュアルを完全に理

解し実践している担当者は少ないように思われた。

基本的な手順を解説したあとに、それでも困難な

場合の解決法を応用して紹介した。さらに、受け

付ける立場から申し込む側に望みだいことを話し

てもらい、受け付ける側の立場を考えた上で相互

貸借業務に臨まねばならないことを強調した。

このあと会場を提供して頂いた淀川キリスト教

病院の御好意でコーヒーブレイクとなった。その

休憩中にも複写料金の支払い方法についての質問

がでたり、個々の目録類についての解説を求めら

れたりと参加者の熱意が窺えた。

講義で学んだ事柄をどの程度理解できたか、い

よいよ実習によって試してもらうこととなった。

司書講習のカリキュラムに参考調査実習というの

があったが、この相互貸借実習はそれを思い起こ

させるような風景だった。

今回の勉強会のために相互貸借業務に必備の

ツールを各種取り揃えておいたので、これから目

録類を揃えようとする病院にはとても参考になっ

たようだ。値段を見て驚いていた参加者もいたが、

相互貸借業務を行うにはそれを相応のコストがか

かることを、理解していただきたいと思う。

（文責：徳田雅子・研修部）

Ｉ 各事業部報告と協議事項

事務局（総務 一会計） ①案内：県立尼崎病院、

県立西宮病院、公立学校共済組合近畿中央病院。

②会員異動：別掲参照。③会計担当幹事の加島民

子氏が３月から療養のため欠勤。④近畿地区医学

図書館協議会第５６回例会（５／１４奈良県立医科大

学）へ加島民子氏、松本純子氏が出席。⑤ＪＭＬ

Ａ第２８回研究集会（８／１８－２０ 日本大学塩原研究

所）の案内。

研修部 ①第６７回研修会（事例報告会）の出席者

は４０名。②４月１０日に打合会を持ち、５月の勉強

会と７月の研修会では相互貸借の基本と問題点を

テーマとする企画を立てた。

会誌編集部 ①会誌１３巻１号の経費と発行経過報

告。②１３巻２－４号の編集企画について報告。

統計調査部 特になし。なお、昨年度まで担当し

ていた笠原廣子氏が幹事から退かれたため、新幹

事が担当することになった。

総合目録編集委員会 事務局から補佐に就いたが

年度末のため、作業を進めることができなかった。

ｎ 決定事項

出 平成５年度の事業部の分担を次のように決定

した。 〔○は部長、※は一般会員〕

事務局：会計；松本 純子（住友病院）

総務；松井美抄枝（大阪労災病院）

研修部：○徳田雅子（大阪府立母子保健総合

医療センター）、山室真知子（京都南病院）、

林伴子（社会保険神戸中央病院）※

会誌『病院図書室』編集部：○首藤佳子（星ケ丘

厚生年金病院）、前田元也（西淀病院）、山崎捷

子（淀川キリスト教病院）、中嶋和子（西宮市

立中央病院）※、浜口恵子（高槻赤十字病院）

※、田中泉美（国立姫路病院）※

統計調査部：○木下久美子（高山赤十字病院）

総合目録編集委員会：○加島民子（大阪回生病
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